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5
 
合
字
は
か
の
み
残
し
た
。

れ
小
文
字
の
江
、
而
、
茂
、
者
な
ど
の
漠
字
に
改
め
た
。

12

朱
書
は
、
そ
の
文
言
の
前
後
に
＊
を
付
し
た
。

0
三
七
三
九
四
一
）
を
収
録
す
る
。

助
詞
の
同
（
え
）

•
国
（
て
）
．
固

（も）

田
（
は
）
な
ど
は
そ
れ
ぞ

れ
る
も
の
に
は
、
右
傍
の
（

）
内
に
正
し
い
と
思
わ
れ
る
文
字
を
入
れ
、

4

変
体
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
表
記
に
あ
ら
た
め
た
。
た
だ
し
、

11 

し
た
。
正
し
い
文
字
が
わ
か
る
場
合
は
、
右
傍
に

カ
）
と
示
し
た
。
た
だ
し
、
寺
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
原
文
を
優
先
し
た
。

3

宛
字
・
誤
字
・
桁
字
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
て
、
右
傍
に
（
マ
、
）
を
付

も
の
は
正
字
を
用
い
た
。

か
っ
た
地
名
、
寺
名
に
つ
い
て
は
右
傍
に

2

漢
字
は
当
用
漢
字
・
常
用
漢
字
に
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
用
い
、
な
い

文
中
に
適
宜
、
読
点
(
、
)

お
よ
び
並
列
点
（
．
）
を
加
え
た
。

合
に
よ
り
、
原
本
の
体
裁
を
損
な
わ
な
い
程
度
に

つ
ぎ
の
よ
う
に
し
た
。

(
—
力
）
と
記
し
た
。

版
「
江
戸
切
絵
図
」
、
寺
名
・
宗
派
に
つ
い
て
は
、
『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末

帳
集
成
』
（
雄
山
閣
出
版
）
、
『
御
府
内
寺
社
備
考
』
（
名
著
出
版
）
、
『
復
元

江
戸
情
報
地
図
』
（
朝
日
新
聞
社
）

に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
確
認
で
き
な

（
マ
、
）
を
付
し
、
誤
記
と
思

わ
れ
る
場
合
は
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
地
名
・
寺
名
・
宗
派
を
右
傍
に
(
I

こ
の
ほ
か
、
前
後
の
年
の
「
人
別
書
上
」
等
記
載
か
ら
、
誤
記
と
思
わ

力
を
付
し
た
。

翻
刻
に
あ
た
り
、
原
本
の
様
式
を
残
す
よ
う
に
つ
と
め
た
が
、
編
集
の
都

旧
領
取
調
帳
』
（
近
藤
出
版
社
）
、
寺
名
に
つ
い
て
は
尾
張
屋
版
・
近
江
屋

本
書
収
録
史
料
に
関
す
る
解
題
は
下
巻
に
掲
載
す
る
。

10 

地
名
に
つ
い
て
は
、
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
）
、
『
旧
高

，
 
意
味
不
明
箇
所
に
つ
い
て
は
、
右
傍
に
（
マ
、
）
を
付
し
た
。

七
三
九
三
四
）
、
明
治
二
年
（
同
九

0
三
七
六
七
三
八
）
、
明
治
三
年
（
同
九

8

原
文
中
の
行
間
の
補
記
は
、
原
則
と
し
て
本
文
中
に
繰
り
入
れ
た
。

大
返
し
は
、「
／
＼
」
（
字
数
分
）
を
用
い
た
。

7

踊
り
字
は
、
漠
字
は
々
、
平
仮
名
は

A

、
片
仮
名
は

、
を
用
い
た
。

の
う
ち
、
上
巻
と
し
て
安
政
四
年
（
資
料
番
号
九

01
―
―
七
三
九
二
八
）
、
文

久
元
年
（
同
九

01
―
一
七
三
九
一――――
-
）
、
文
久
一一年

（
同
九

0
三
七
三
九
――10
)
、

文
久
三
年
（
同
九

0
三
七
三
九
三
六
）
の
計
四
冊
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

下
巻
に
は
元
治
二
年
（
同
九

0
三
七
―
―
一
九
三
五
）
、
慶
応
三
年
（
同
九

01――

朱
線
の
場
合
は
＊
＊
と
し
た
。

場
合
は
右
傍
に
示
し
た
。
ま
た
、
人
名
の
右
傍
の
は
除
籍
を
示
し
、

な
か
の
、

四
谷
塩
町
一
丁
目
（
現
新
宿
区
本
塩
町
）

の
「
人
別
書
上
」
八
冊

は
右
傍
に
塗
抹
記
号
ミ
ミ
と
な
い
し
を
付
し
、
訂
正
記
事
が
あ
る

本
書
は
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
の
石
井
良
助
氏
収
集
古
文
書
の

セ
消
チ
、
抹
消
字
で
判
読
可
能
文
字
は
、
そ
の
ま
ま
記
し
、
左
傍
も
し
く

凡

例

（
字
数
不
明
）
で
示
し
、
蝕
損
な
ど
は
右
傍
に

6
 
欠
損
、
ま
た
は
判
読
不
明
の
文
字
は
、

□口
：
・
・
:
（
字
数
分
）
ヽ
[

（
ム
シ
）
と
記
し
た
。
見 L_-！ 



一
九
九
七
年
八
月
ま
で
在
籍
）
が
あ
た
り
、
関
口
か
を
り
（
学
習
院
大
学
大

編
集
に
は
、
林
玲
子
（
当
館
研
究
員
）
・
岩
淵
令
治
（
同
専
門
研
究
員
、

』
内
に
示
し
本

文
中
に
挿
入
し
、
右
傍
に
（
端
裏
書
）
な
ど
と
記
し
た
。
長
文
の
場
合
は
、

そ
の
箇
所
に
（
△
）
を
付
し
、
そ
の
人
物
等
の
記
述
の
あ
と
に
続
け
た
。

学
院
生
）
お
よ
び
当
館
都
市
歴
史
研
究
室
員
の
協
力
を
得
た
。

挿
入
文
書
な
ど
は
、
そ
の
文
言
を
「
」
も
し
く
は
『

15

端
裏
書
・
付
箋
・
貼
紙
・
下
げ
札
・
鰭
（
イ
ソ
デ
ッ
ク
ス
）

割
書

出
入
に
よ
る
追
記
は
、
該
当
箇
所
に
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。

は
ヽ

---, 

（
爪
で
示
し
た
。
除
籍
を
意
味
す
る
R
印

ず
、
原
文
通
り
の
位
置
に
示
し
た
。

た
だ
し
、
生
国
と
人
名
の
間
の
記
載

」
を
付
し
て
そ
の
人
物
の
記
述
の
あ
と
に
続
け
た
。

ま
た
、
転

14

後
筆
に
つ
い
て
は
判
断
困
難
な
も
の
が
あ
る
た
め
、
特
に
注
記
を
行
わ

固
は
、
亡
夫
の
印
形
で
あ
る
。

の
間
に
示
し
た
。
な
お
、
職
業
・
続
柄
と
女
性
の
名
前
と
の
間
に
あ
る
⑱

は
、
す
べ
て
朱
墨
の
た
め
、
朱
書
の
表
記
を
せ
ず
、
職
業
・
続
柄
と
名
前

13

印
形
は
、
⑲
・
固
、
爪
印
は


